
平成２９年度 第２回 栃木県道路メンテナンス会議

日 時：平成２９年１２月２２日（金）14:00 ～
場 所：栃木県河内庁舎５階大会議室

議 事 次 第

１．開 会

２．挨 拶

３．議 事
１）道路の老朽化対策
８／２２社会資本整備審議会 道路分科会資料 ・・・資料１

２）点検及び修繕の実施状況等
①メンテナンス年報の公表 ・・・資料２－１
②平成２８年度点検結果 ・・・資料２－２
③平成２９年度点検進捗状況（中間報告） ・・・資料２－３
④平成２９年度修繕予定 ・・・資料２－４
⑤個別施設計画の策定状況 ・・・資料２－５
３）メンテナンス関係費用
①修繕費用の将来推計 ・・・資料３
４）平成２９年度の課題・取組み予定
①職員を対象とした研修や講習会の実施状況 ・・・資料４－１
②地域一括発注の実施状況 ・・・資料４－２
③直営点検の実施状況 ・・・資料４－３
④直轄診断の実施状況 ・・・資料４－４
⑤大規模修繕・更新補助制度 集約化・撤去の活用 ・・・資料４－５
⑥公共施設等適正管理推進事業債の活用 ・・・資料４－６
⑦交付金事業等における架替要件の厳格化等（判定区分Ⅲ・Ⅳ） ・・・資料４－７
⑧メンテ会議独自の取組み ・・・資料４－８
５）その他
①橋梁の耐震補強の推進 ・・・資料５－１
②インフラメンテナンス大賞 ・・・資料５－２
③道路土工構造物点検要領 ・・・資料５－３
④橋、高架の道路等の技術基準の改定 ・・・資料５－４
⑤規約改正（会議、跨道橋会議） ・・・資料５－５
⑥跨道橋会議（情報提供） ・・・資料５－６

４．閉 会
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関東管内の点検結果の分布（橋梁）

■橋 梁

○ 関東管内の平成28年度の点検実施橋梁について、整備局、高速道路会社、都県別に判定区分
の割合を見ると、次のとおり、地域ごとに判定区分の割合に差がありました。

○ なお、関東管内の全体の判定区分は、点検実施数31,693橋に対し、判定区分Ⅰ 37%、Ⅱ 
54%、Ⅲ 9%、Ⅳ 0.1%となりました。

※都県内には、市区町村及び公社の判定区分数が含まれています。

（点検実施数）
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関東地整 （717）

高速道路会社（1,348）

茨城県 （4,245）

栃木県 （3,622）

群馬県 （3,102）

埼玉県 （4,049）

千葉県 （3,459）

東京都 （ 972）

神奈川県 （1,881）

山梨県 （1,701）

長野県 （6,597）

合 計 （31,693）

Ⅰ：健全 Ⅱ：予防保全段階 Ⅲ：早期措置段階 Ⅳ：緊急措置段階
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21年～30年 （3,749）

31年～40年 （4,891）

41年～50年 （5,276）

51年～ （3,975）

不 明 （10,743）

合 計 （31,693）

Ⅰ：健全 Ⅱ：予防保全段階 Ⅲ：早期措置段階 Ⅳ：緊急措置段階

関東管内の点検結果の分布（関東地整）

■橋 梁

○ 関東地整内において、平成28年度の点検実施橋梁のうち、緊急又は早期に修繕などの措置を
行う必要のある橋梁が約9%(2,758橋)ありました。

○ 建設経過年数が長くなるほど、早期に修繕などの措置が必要な橋梁の割合が多くなっていま
す。51年以降で健全な橋梁が多くなっているのは補修後の橋梁が多く含まれていると推定し
ます。

（点検実施数）（建設経過年度）
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関東地整 （ 28）

高速道路会社（ 75）

茨城県 （ 0）

栃木県 （ 19）

群馬県 （ 15）

埼玉県 （ 0）

千葉県 （ 41）

東京都 （ 0）

神奈川県 （ 37）

山梨県 （ 48）

長野県 （ 57）

合 計 （ 320）

Ⅰ：健全 Ⅱ：予防保全段階 Ⅲ：早期措置段階 Ⅳ：緊急措置段階

関東管内の点検結果の分布（トンネル）

■ トンネル

○ 関東管内の平成28年度の点検実施トンネルについて、整備局、高速道路会社、都県別に判定
区分の割合を見ると、次のとおり、地域ごとに判定区分の割合に差がありました。

○ なお、関東管内の全体の判定区分は、点検実施数320施設に対し、判定区分Ⅰ 7%、Ⅱ 57%、
Ⅲ 34%、Ⅳ 2% となりました。

※都県内には、市区町村及び公社の判定区分数が含まれています。

（点検実施数）

点 検 実 施 せ ず

点 検 実 施 せ ず

点 検 実 施 せ ず
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関東管内の点検結果の分布（道路附属物等）

■道路附属物等

○ 関東管内の平成28年度の点検実施道路附属物等について、整備局、高速道路会社、都県別に
判定区分の割合を見ると、次のとおり、地域ごとに判定区分の割合に差がありました。

○ なお、関東管内の全体の判定区分は、点検実施数1,860施設に対し、判定区分Ⅰ 32%、
Ⅱ 55%、Ⅲ 13%、Ⅳ 0% となりました。

※都県内には、市区町村及び公社の判定区分数が含まれています。

（点検実施数）
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関東地整 （ 58）

高速道路会社（ 18）

茨城県 （ 0）

栃木県 （ 83）

群馬県 （ 125）

埼玉県 （ 40）

千葉県 （ 77）

東京都 （ 207）

神奈川県 （ 88）

山梨県 （ 0）

長野県 （ 20）

合 計 （1,860）

Ⅰ：健全 Ⅱ：予防保全段階 Ⅲ：早期措置段階 Ⅳ：緊急措置段階
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栃木県のＨ２８点検結果（橋梁）

＜平成28年度管理者別点検結果（橋梁）＞

管理者 管理施設数 点検実施数

判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 259 59 41 15 3 0

東日本
高速道路(株)

500 143 1 139 3 0

栃木県
(公社含む)

3,137 700 267 380 53 0

市区町村 9,275 2,922 1,168 1,633 121 0

合計 13,171 3,826 1,477 2,168 181 0

栃木県の橋梁の点検結果は、判定区分Ⅳ（緊急に措置を講ずべき状態）が0橋。また、
判定区分Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）は181橋（4.7%）、さらに、判定区分Ⅱ（予防保全の
観点から措置を講ずることが望ましい状態）は2,168橋（56.7%）

※ H29.3.31時点

※国土交通省の管理橋梁数のうち、39橋が茨城県所在地であり、2橋が埼玉県所在地である。

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ず
ることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊
急に措置を講ずべき状態

＜判定区分表＞
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栃木県のＨ２８点検結果（トンネル）

＜平成28年度管理者別点検結果（道路トンネル）＞

管理者 管理施設数 点検実施数

判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 - - - - - -

東日本
高速道路(株)

14 0 0 0 0 0

栃木県
(公社含む)

61 13 0 10 3 0

市区町村 19 6 0 2 4 0

合計 94 19 0 12 7 0

栃木県のトンネルの点検結果は、判定区分Ⅳ（緊急に措置を講ずべき状態）が0本。また、
判定区分Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）は7本（36.8%）、さらに、判定区分Ⅱ（予防保全の観点か
ら措置を講ずることが望ましい状態）は12本（63.2%）

※ H29.3.3時点

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ず
ることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊
急に措置を講ずべき状態

＜判定区分表＞

24



栃木県のＨ２８点検結果（道路附属物等）

＜平成28年度管理者別点検結果（道路附属物等）＞

管理者 管理施設数 点検実施数
判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 165 37 4 32 1 0

東日本
高速道路(株)

191 9 6 3 0 0

栃木県
(公社含む)

256 78 7 49 22 0

市区町村 83 5 0 4 1 0

合計 695 132 17 91 24 0

栃木県の道路附属物等の点検結果は、判定区分Ⅳ（緊急に措置を講ずべき状態）が0施設。
また、判定区分Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）は24施設（18.2%）、さらに、判定区分Ⅱ（予防保
全の観点から措置を講ずることが望ましい状態）は91施設（68.9%）

※ H29.3.3時点
※国土交通省の管理橋梁数のうち、17施設が茨城県所在地である。

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ず
ることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊
急に措置を講ずべき状態

＜判定区分表＞

道路附属物は、横断歩道橋、シェッド、大型カルバート、門型標識等。
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【機密性２】栃木県の点検進捗状況（橋梁）

・国土交通省の管理橋梁数のうち、39橋が茨城県所在地であり、2橋が埼玉県所在地である。

【H29.12 現在】

道路管理者
管理施設数

H26～H28の
点検実績数

H29当初
点検予定

H29点検
見込み数

H29までの点
検見込み数

管理施設数に
対する点検割
合（E／A）

H30点検
予定数 備考

(Ａ) （B） (C) (D) （E=B+D） （F=A-E）

国土交通省 259 148 55 55 203 78.4% 56

東日本高速道路㈱ 500 450 9 5 455 91.0% 45

栃木県(公社含む) 3,137 1,735 714 732 2,467 78.6% 670

宇都宮市 1,279 799 242 242 1,041 81.4% 238

足利市 792 204 194 334 538 67.9% 254

栃木市 814 296 313 313 609 74.8% 205

佐野市 605 253 226 225 478 79.0% 127

鹿沼市 718 404 153 153 557 77.6% 161

日光市 688 321 190 190 511 74.3% 177

小山市 454 230 149 98 328 72.2% 126

真岡市 498 273 67 145 418 83.9% 80

大田原市 416 215 82 101 316 76.0% 100

矢板市 184 148 11 9 157 85.3% 27

那須塩原市 213 168 24 18 186 87.3% 27

さくら市 269 61 156 200 261 97.0% 8
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【機密性２】栃木県の点検進捗状況（橋梁）

・国土交通省の管理橋梁数のうち、39橋が茨城県所在地であり、2橋が埼玉県所在地である。

【H29.12 現在】

道路管理者
管理施設数

H26～H28の
点検実績数

H29当初
点検予定

H29点検
見込み数

H29までの点
検見込み数

管理施設数に
対する点検割
合（E／A）

H30点検
予定数 備考

(Ａ) （B） (C) (D) （E=B+D） （F=A-E）

那須烏山市 140 95 45 26 121 86.4% 19

下野市 242 119 58 86 205 84.7% 37

上三川町 303 140 99 99 239 78.9% 64

益子町 100 54 0 0 54 54.0% 46

茂木町 177 85 42 65 150 84.7% 27

市貝町 77 1 38 38 39 50.6% 38

芳賀町 265 171 51 51 222 83.8% 43

壬生町 153 59 52 80 139 90.8% 14

野木町 34 2 16 16 18 52.9% 16

塩谷町 157 45 69 69 114 72.6% 43

高根沢町 213 85 70 93 178 83.6% 35

那須町 271 196 75 33 229 84.5% 42

那珂川町 212 40 125 66 106 50.0% 106

合計 13,170 6,797 3,325 3,542 10,339 78.5% 2,831
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【機密性２】栃木県の点検進捗状況（トンネル）

【H29.12 現在】

・国土交通省に管理トンネルはありません。

道路管理者
管理施設数

H26～H28の
点検実績数

H29当初
点検予定

H29点検
見込み数

H29までの点
検見込み数

管理施設数に
対する点検割
合（E／A）

H30点検
予定数 備考

(Ａ) （B） (C) (D) （E=B+D） （F=A-E）

東日本高速道路㈱ 14 12 0 0 12 85.7% 2

栃木県(公社含む) 61 22 22 25 47 77.0% 14

足利市 1 1 0 0 1 100.0% 0

日光市 12 6 3 6 12 100.0% 0

大田原市 2 0 0 0 0 0.0% 2

那須塩原市 1 0 1 1 1 100.0% 0

那須烏山市 2 0 2 2 2 100.0% 0

那珂川町 1 0 1 1 1 100.0% 0

合計 94 41 29 35 76 80.9% 18
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【機密性２】栃木県の点検進捗状況（道路附属物等）

・国土交通省の管理橋梁数のうち、17施設が茨城県所在地である。

【H29.12 現在】

・道路附属物等とは、大型カルバート、シェッド、横断歩道橋、門型標識等である。

道路管理者
管理施設数

H26～H28の
点検実績数

H29当初
点検予定

H29点検
見込み数

H29までの点
検見込み数

管理施設数に
対する点検割
合（E／A）

H30点検
予定数 備考

(Ａ) （B） (C) (D) （E=B+D） （F=A-E）

国土交通省 165 94 25 0 94 57.0% 71

東日本高速道路㈱ 191 131 14 17 148 77.5% 43

栃木県(公社含む) 256 143 95 77 220 85.9% 36

宇都宮市 18 5 0 0 5 27.8% 13

足利市 8 0 8 8 8 100.0% 0

栃木市 1 1 0 0 1 100.0% 0

佐野市 2 0 1 1 1 50.0% 1

鹿沼市 5 0 0 1 1 20.0% 4

日光市 7 3 0 3 6 85.7% 1

小山市 11 4 4 0 4 36.4% 7

真岡市 1 1 0 0 1 100.0% 0

大田原市 1 1 0 0 1 100.0% 0

矢板市 4 1 3 2 3 75.0% 1

那須塩原市 4 0 4 4 4 100.0% 0

さくら市 3 1 0 0 1 33.3% 2
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【機密性２】栃木県の点検進捗状況（道路附属物等）

・国土交通省の管理橋梁数のうち、17施設が茨城県所在地である。

【H29.12 現在】

・道路附属物等とは、大型カルバート、シェッド、横断歩道橋、門型標識等である。

道路管理者
管理施設数

H26～H28の
点検実績数

H29当初
点検予定

H29点検
見込み数

H29までの点
検見込み数

管理施設数に
対する点検割
合（E／A）

H30点検
予定数 備考

(Ａ) （B） (C) (D) （E=B+D） （F=A-E）

下野市 2 1 0 0 1 50.0% 1

上三川町 3 0 3 3 3 100.0% 0

市貝町 1 0 0 0 0 0.0% 1

塩谷町 1 0 1 1 1 100.0% 0

塩谷町 1 0 1 1 1 100.0% 0

塩谷町 1 0 1 1 1 100.0% 0

高根沢町 3 1 2 0 1 33.3% 2

那須町 2 0 0 0 0 0.0% 2

那珂川町 1 1 0 0 1 100.0% 0

合計 692 388 162 119 507 73.3% 185
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【機密性２】栃木県の点検進捗状況（最優先で点検すべき橋梁①）

・国土交通省の管理施設数のうち、12橋は県外にある管理橋梁である。

【H29.12 現在】＜緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋＞

道路管理者
管理施設数

H26～H28の
点検実績数

H29当初
点検予定

H29点検
見込み数

H29までの点
検見込み数

管理施設数に
対する点検割
合（E／A）

H30点検
予定数 備考

(Ａ) （B） (C) (D) （E=B+D） （F=A-E）

国土交通省 48 29 7 7 36 75.0% 12

東日本高速道路㈱ 77 61 4 2 63 81.8% 14

栃木県(公社含む) 54 19 7 7 26 48.1% 28

宇都宮市 12 12 0 0 12 100.0% 0

栃木市 3 3 0 0 3 100.0% 0

佐野市 1 1 0 0 1 100.0% 0

鹿沼市 7 3 0 0 3 42.9% 4

日光市 8 7 0 0 7 87.5% 1

大田原市 1 0 0 0 0 0.0% 1

矢板市 4 1 3 3 4 100.0% 0

那須塩原市 7 7 0 0 7 100.0% 0

さくら市 3 2 0 0 2 66.7% 1

那須烏山市 2 2 0 0 2 100.0% 0

下野市 3 2 1 0 2 66.7% 1

上三川町 2 0 2 2 2 100.0% 0
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【機密性２】栃木県の点検進捗状況（最優先で点検すべき橋梁①）

・国土交通省の管理施設数のうち、12橋は県外にある管理橋梁である。

【H29.12 現在】＜緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋＞

道路管理者
管理施設数

H26～H28の
点検実績数

H29当初
点検予定

H29点検
見込み数

H29までの点
検見込み数

管理施設数に
対する点検割
合（E／A）

H30点検
予定数 備考

(Ａ) （B） (C) (D) （E=B+D） （F=A-E）

茂木町 1 1 0 0 1 100.0% 0

壬生町 1 1 0 0 1 100.0% 0

那須町 1 1 0 0 1 100.0% 0

合計 235 152 24 21 173 73.6% 62
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【機密性２】栃木県の点検進捗状況（最優先で点検すべき橋梁②）

・国土交通省の管理施設数のうち、5橋は県外にある管理橋梁である。

【H29.12 現在】＜跨線橋（歩道橋含む）＞

道路管理者
管理施設数

H26～H28の
点検実績数

H29当初
点検予定

H29点検
見込み数

H29までの点
検見込み数

管理施設数に
対する点検割
合（E／A）

H30点検
予定数 備考

(Ａ) （B） (C) (D) （E=B+D） （F=A-E）

国土交通省 36 7 12 12 19 52.8% 17

東日本高速道路㈱ 19 10 7 5 15 78.9% 4

栃木県(公社含む) 75 47 14 14 61 81.3% 14

宇都宮市 7 3 4 4 7 100.0% 0

足利市 1 1 0 0 1 100.0% 0

栃木市 8 8 0 0 8 100.0% 0

佐野市 1 0 0 0 0 0.0% 1

鹿沼市 2 0 0 1 1 50.0% 1

日光市 5 0 3 3 3 60.0% 2

小山市 3 3 0 0 3 100.0% 0

真岡市 2 2 0 0 2 100.0% 0

矢板市 2 1 0 0 1 50.0% 1

那須塩原市 5 4 0 0 4 80.0% 1

さくら市 2 2 0 0 2 100.0% 0

下野市 1 1 0 0 1 100.0% 0
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【機密性２】栃木県の点検進捗状況（最優先で点検すべき橋梁②）

・国土交通省の管理施設数のうち、5橋は県外にある管理橋梁である。

【H29.12 現在】＜跨線橋（歩道橋含む）＞

道路管理者
管理施設数

H26～H28の
点検実績数

H29当初
点検予定

H29点検
見込み数

H29までの点
検見込み数

管理施設数に
対する点検割
合（E／A）

H30点検
予定数 備考

(Ａ) （B） (C) (D) （E=B+D） （F=A-E）

高根沢町 4 3 1 1 4 100.0% 0

那須町 7 7 0 0 7 100.0% 0

合計 180 99 41 40 139 77.2% 41
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【機密性２】栃木県の点検進捗状況（最優先で点検すべき橋梁③）

・国土交通省の管理橋梁数のうち、34橋が茨城県所在地であり、2橋が埼玉県所在地である。

【H29.12 現在】＜緊急輸送道路を構成する橋梁＞

道路管理者
管理施設数

H26～H28の
点検実績数

H29当初
点検予定

H29点検
見込み数

H29までの点
検見込み数

管理施設数に
対する点検割
合（E／A）

H30点検
予定数 備考

(Ａ) （B） (C) (D) （E=B+D） （F=A-E）

国土交通省 223 131 47 47 178 79.8% 45

東日本高速道路㈱ 500 450 9 5 455 91.0% 45

栃木県(公社含む) 1,631 1,179 227 225 1,404 86.1% 227

宇都宮市 3 3 0 0 3 100.0% 0

日光市 3 3 0 0 3 100.0% 0

下野市 3 2 1 0 2 66.7% 1

合計 2,363 1,768 284 277 2,045 86.5% 318
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【機密性２】栃木県の修繕予定（橋梁）

・H29修繕実施済数（B）には、修繕工事中のものも含まれています。

【H29.12 現在】

道路管理者
H29修繕当初計画数 H29修繕実施済数 H29修繕予定数

(Ａ) （B）

国土交通省 10 8 10

東日本高速道路㈱ 0 16 16

栃木県(公社含む) 36 43 43

宇都宮市 12 7 12

足利市 0 0 0

栃木市 2 0 0

佐野市 1 0 1

鹿沼市 0 1 1

日光市 4 4 4

小山市 1 1 1

真岡市 2 2 2

大田原市 4 3 4

矢板市 0 0 0

那須塩原市 0 0 0

さくら市 3 0 2
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【機密性２】栃木県の修繕予定（橋梁）

・H29修繕実施済数（B）には、修繕工事中のものも含まれています。

【H29.12 現在】

道路管理者
H29修繕当初計画数 H29修繕実施済数 H29修繕予定数

(Ａ) （B）

那須烏山市 0 0 0

下野市 0 0 0

上三川町 1 0 0

益子町 3 0 1

茂木町 0 0 3

市貝町 1 0 0

芳賀町 1 0 0

壬生町 0 0 0

野木町 2 0 2

塩谷町 3 2 3

高根沢町 1 0 1

那須町 1 0 1

那珂川町 3 1 3

合計 91 88 110
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【機密性２】栃木県の修繕予定（トンネル）

・H29修繕実施済数（B）には、修繕工事中のものも含まれています。

【H29.12 現在】

・国土交通省に管理トンネルはありません。

道路管理者
H29修繕当初計画数 H29修繕実施済数 H29修繕予定数

(Ａ) （B）

東日本高速道路㈱ 0 0 0

栃木県 (公社含む) 9 8 8

足利市 0 0 0

日光市 1 1 1

大田原市 0 0 0

那須塩原市 0 0 0

那須烏山市 0 0 0

那珂川町 0 0 0

合計 10 9 9
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【機密性２】栃木県の修繕予定（道路附属物等）

・H29修繕実施済数（B）には、修繕工事中のものも含まれています。

【H29.12 現在】

道路管理者
H29修繕当初計画数 H29修繕実施済数 H29修繕予定数

(Ａ) （B）

国土交通省 1 1 1

東日本高速道路㈱ 0 0 0

栃木県(公社含む) 8 8 8

宇都宮市 0 0 0

足利市 0 0 0

栃木市 0 0 0

佐野市 0 0 0

鹿沼市 0 0 0

日光市 0 0 0

小山市 0 0 0

真岡市 0 0 0

大田原市 0 0 0

矢板市 0 0 0

那須塩原市 0 0 0

さくら市 0 0 0
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【機密性２】栃木県の修繕予定（道路附属物等）

・H29修繕実施済数（B）には、修繕工事中のものも含まれています。

【H29.12 現在】

道路管理者
H29修繕当初計画数 H29修繕実施済数 H29修繕予定数

(Ａ) （B）

下野市 0 0 0

上三川町 0 0 0

市貝町 0 0 0

芳賀町 0 0 0

壬生町 0 0 0

塩谷町 0 0 0

高根沢町 0 0 0

那須町 0 0 0

那珂川町 0 0 0

合計 9 9 9
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【機密性２】個別施設計画の策定状況

平成29年8月
道路メンテナンス年報抜粋
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【機密性２】個別施設計画の策定状況

平成29年8月
道路メンテナンス年報抜粋
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道路構造物管理実務者研修（平成２９年度）

平成２９年度の道路構造物管理実務者研修
＜関東地方整備局主催ｰ橋梁（４日間）、トンネル（３日間）＞

目 的：地方公共団体職員の技術力育成のため、点検要領に基づく点検に必要な知識技能の習得を図る。

対 象：地方公共団体職員及び関東地方整備局職員

開催状況・予定：

橋梁初級研修Ⅰ ①Ｈ２９．７．１８～７．２１
②Ｈ２９．９．２６～９．２９

橋梁初級研修Ⅱ ①Ｈ２９．１０．３～１０．６
②Ｈ２９．１１．２８～１２．１

トンネル研修 ①Ｈ２９．１０．３１～１１．２

場 所：国土交通大学校 柏研修センター

※橋梁初級研修Ⅰ：点検要領に基づく点検に必要な知識・技能の習得

橋梁初級研修Ⅱ：補修・補強の工法選択の判断に必要な基礎知識の習得

＜昨年度の研修状況＞

地方公共団体
参加・申込み状況（団体数）

４５
４２

３３（申込み数）
４１（申込み数）

１３（申込み数）
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H29.12.4

自治体講習会、現場研修会（開催状況）.

開催日 曜日 時間 内　　容
参加
人数

橋梁名 備　　考

H28.11.29 火
14:00
～16:30

技術講習会 46 －
栃木県河内庁舎５階大会議室
講師：ゴム支承協会

H28.12.1 木
10:30
～17:00

橋梁点検研修会（現地） 22 新４号国道　久部高架橋 集合場所：宇都宮国道

H28.12.5 月
10:30
～17:00

橋梁点検研修会（現地） 22 新４号国道　鉢形第２跨道橋 集合場所：道の駅しもつけ

H29.7.11 火
14:00
～17:00

耐震補強現場見学会 16 東北自動車道　みちのく、橋田川橋
集合場所：宇都宮国道
協力会社：リテックE

H29.7.12 水
14:00
～17:00

耐震補強現場見学会 17 東北自動車道　永野川橋、宝木第二橋、庚塚橋
集合場所：宇都宮国道
協力会社：セントラルC

H29.10.31 火
14:00
～16:30

橋梁点検研修会（座学） 47 － 宇都宮国道第１会議室

H29.11.7 火
13:00
～16:30

橋梁点検研修会（現地） 28 さくら市五行橋
集合場所：さくら市役所
協力会社：リテックE

H29.11.8 水
13:00
～16:30

橋梁点検研修会（現地） 23 足利市葉直町１６号線１号橋
集合場所：旧足利西高校
協力会社：リテックE

H29.11.9 木
13:00
～16:30

橋梁点検研修会（現地） 11 野木町矢畑北橋
集合場所：野木原集会場
協力会社：リテックE
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対 象 者： 栃木県の自治体職員
開 催 日： 平成２９年７月１１日、１２日
場 所： １１日 東北道（みちのく橋、田川橋）

１２日 東北道（宝木第二橋、永野川橋、庚塚橋）
参加人数： １１日１６名、１２日１７名
内 容： 橋梁耐震補強、橋梁点検

11日田川橋

Ｈ２９橋梁現場研修会実施状況

12日永野川橋
46



対 象 者： 栃木県の自治体職員
開 催 日： 平成２９年１０月３１日 １１月７日、８日、９日
場 所：１０月３１日 座学（宇都宮国道事務所内）

１１月 ７日 さくら市（五行橋）
８日 足利市（葉直町１６号線１号橋）
９日 野木町（矢畑北橋）

参加人数：１０月３１日４７名、１１月７日２８名、８日２３名、９日１１名
内 容： 橋梁点検

７日さくら市

Ｈ２９自治体橋梁点検研修会開催結果（概要）

８日足利市 ９日野木町
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自治体橋梁点検研修会（H29.11.7～9）アンケート集計結果 H29.11.10

１　研修の参加確認 ７日 ８日 ９日 計 ３－４　改善が必要と思われる事項について

Ⅰ　参加 17 13 5 35 ７日 3 選定される橋梁は、未実施の箇所ではなく、実施済の箇所でやり、（まずは流れを業者が）次いで別の橋梁等を各市町等でやってみる
Ⅱ　不参加 10 7 2 19 14 確認すべき項目の多い橋を点検したほうがよい

15 橋梁が健全で点検のプロセスが理解しづらかった
Ⅰ　さくら市 27 0 0 27 26 判定基準を用いて各自が、現地及び写真を見て判定するほうが良い。その上で、コンサルさんの事例等から、答え合わせをすると良い。
Ⅱ　足利市 0 20 0 20 27 スモール判定の一覧表が現地に有ると良かったと思います。橋梁の規模がより人数を考えた方が良いかと。
Ⅲ　野木町 0 0 7 7 →特に床版下面は、一度点検をした箇所だと、チョーキングされているのでただの見学になってしまいます。

８日 19 もっと一般的な橋梁で現地点検をして欲しい。（ＰＣ、鋼橋の両方をできるとなおよい。）現地での待ち時間が長かったので、工夫が必要

２　土木に関する経歴確認 20 現地研修の橋は健全度が低い橋を選定してほしい（破損が顕著）損傷の少ない橋では、点検の練習にならない

２－１　学業歴について 橋梁点検者の実演もあると、業務の参考になる
Ⅰ　土木系卒 17 18 3 38

Ⅱ　建築系卒 2 0 0 2 ４　研修会の実施時期について
Ⅲ　左記以外の理科系卒 3 0 1 4 ４－１　座学 (未記入有)
Ⅳ　Ⅰ～Ⅲ以外 5 2 3 10 Ⅰ　４～６月 3 3 1 7

Ⅱ　７～９月 3 0 2 5
２－２　職歴について Ⅲ　１０～１２月 16 12 3 31

Ⅰ　土木系職 21 18 3 42 Ⅳ　１～３月 0 1 0 1
Ⅱ　建築系職 0 0 0 0 Ⅴ　特になし 1 3 1 5
Ⅲ　左記以外の機械・設備系職 0 0 0 0
Ⅳ　Ⅰ～Ⅲ以外 6 2 4 12 ４－２　現地  (未記入有)

Ⅰ　４～６月 3 2 0 5
２－３　建設に関する知識習得経験　　(複数回答有) Ⅱ　７～９月 2 1 3 6

Ⅰ　教育機関 11 4 2 17 Ⅲ　１０～１２月 17 12 3 32
Ⅱ　職場の上司・先輩 21 17 5 43 Ⅳ　１～３月 1 1 0 2
Ⅲ　研修・講習会 19 7 3 29 Ⅴ　特になし 1 2 1 4
Ⅳ　独学 1 0 0 1
Ⅴ　その他 0 0 0 0 ４－３　座学実施後から現地研修開催までの期間　 (未記入有)

Ⅰ　１週間以内 8 5 0 13

３　現地研修会の理解度について Ⅱ　１～２週間後 11 9 6 26

３－１　事前説明の内容についてどの程度理解できたか Ⅲ　３～４週間後 0 1 0 1
Ⅰ　高い 2 0 2 4 Ⅳ　１～２ヶ月後 2 0 0 2
Ⅱ　やや高い 12 12 3 27 Ⅴ　特になし 2 3 1 6
Ⅲ　中程度 12 8 2 22

Ⅳ　やや低い 1 0 0 1 ５　質問事項
Ⅴ　低い 0 0 0 0 ８日 1 橋梁の形式によってポイントが違うと思うので、色々な種類の橋梁が見たい

９日 2 橋梁データの中で耐震入力がよくわかりません
３－２　現地点検方法説明の内容についてどの程度理解できたか 3 判定区分についての研修を実施してほしい

Ⅰ　高い 2 2 2 6 4 写真の撮り方。Ⅲ or Ⅳ判定の事例集を現地講習希望
Ⅱ　やや高い 11 9 3 23

Ⅲ　中程度 12 9 2 23 ６　研修に関する要望
Ⅳ　やや低い 2 0 0 2 ７日 27 国交省版で説明するのであれば、スモール判定→大文字判定
Ⅴ　低い 0 0 0 0 →判定区分の手順を教えて頂けないと、良く分からなかった。

具体的に判定をⅠ、Ⅱ、Ⅲの判定基準が分からなかった。何でⅡ？何でⅠ？どの程度の損傷になるとⅢ？
３－３　調書記録・作成方法説明の内容についてどの程度理解できたか 自治体レベルの点検方法を、特化して研修して欲しい。

Ⅰ　高い 4 1 2 7 B種の橋と重要度が異なるので、A種の橋として必要な点検レベルが、説明を聞いていても分かりませんでした。
Ⅱ　やや高い 11 10 3 24 ８日 2 講師の方が多数いて質問しやすかった
Ⅲ　中程度 10 9 2 21 14 湧水時期の前にはなってしまうが、年度の初めの方で研修が行われると良いのではないか（点検委託発注前）
Ⅳ　やや低い 2 0 0 2 難しいとは思いますが、判定Ⅲ、Ⅳ相当の橋梁の現場研修が出来るとありがたいです。（判定Ⅳを見てみたい）
Ⅴ　低い 0 0 0 0 19 現地での点検研修においては、最後に業者(コンサル）のいつも実施している点検を見本として見せて頂けると良い。参考になる。

点検の順番や、人数がいる場合の割りふりなどより実践的な点検を見せて欲しいと思いました。
９日 3 鋼橋、Ｃｏ橋、それぞれの現場研修を実施してほしい

4 来年度も希望致します
7 Ｃｏ橋、メタル橋、横断歩道等、多くの種類の点検を行いたい

研修会（座学）

現場研修会
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関東地方整備局
大宮国道事務所橋梁点検の地域一括発注の状況（全国・関東地方）

○市町村の人不足・技術力不足を補うため、市町村の点検・診断の発注事務を都道府県が一括して実
施。

6%

94%

市町村
（420）

（24）

（396）

22%

78%

市町村
（420）

（93）

（327）

33%

67%

市町村
（420）

（138）

（282）

全国 ○平成２８年度は、６０５市町村（３８道府県）が地域一括発注を活用。

関東地方 ○平成２８年度は、１３８市町村（８県）が地域一括発注を活用。
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関東地方整備局
大宮国道事務所道路施設点検の地域一括発注の状況

○平成２９年度は、県内１８市町（佐野市、日光市、真岡市、大田原市、矢板市、那須塩原市、さくら
市、那須烏山市、上三川町、茂木町、市貝町、芳賀町、壬生町、野木町、塩谷町、高根沢町、那須町、
那珂川町）の橋梁９７７橋、トンネル７門、大型カルバート５基、横断歩道橋６橋の点検業務を１４
契約で一括発注した（ ９月発注）

○県内１市（小山市）の橋梁８３橋、大型カルバート１基の点検業務を発注予定。

＜平成２９年度 地域一括発注の経過＞

・平成２８年１１月 意向調査（ 技術センター ⇒ 県内市町）
・平成２９年 ５月上旬

～６月下旬 委託内容の調整（ 技術センター ⇔ 一括発注希望市町）
・平成２９年 ７月上旬

～８月上旬 受委託契約締結（ 技術センター ⇔ 一括発注希望市町）

・平成２９年 ９月上旬 一括発注（１４契約）

取組実績
（橋梁）

年度 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 合計 Ｈ３０

地域一括発注
実施点検数

０橋 ８４３橋 １，６３７橋
１，４２１橋
（予定）

３，９０１橋
（見込み）

市町村数
（継続市町村

数）
０市町 ９市６町 １０市７町 ９市１０町 ―
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関東地方整備局
大宮国道事務所道路施設点検の地域一括発注の状況

取組実績
（トンネル）

年度 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 合計 Ｈ３０

地域一括発注
実施点検数

０門 ０門 ５門
７門
（予定）

１２門
（見込み）

市町村数
（継続市町村

数）
０市町 ０市町 １市 ３市１町 ―

取組実績
（大型カル
バート）

年度 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 合計 Ｈ３０

地域一括発注
実施点検数

０基 ０基 ０基
７基
（予定）

７基
（見込み）

市町村数
（継続市町村

数）
０市町 ０市町 ０市町 ３市 ―

取組実績
（横断歩道
橋）

年度 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 合計 Ｈ３０

地域一括発注
実施点検数

０橋 ０橋 ２橋
６橋
（予定）

８橋
（見込み）

市町村数
（継続市町村

数）
０市町 ０市町 ２市 ２市１町 ―

51





自治体の直営点検実施状況
H29.12.7

Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９

栃木県 H26年度から実施 直接近接目視可能なもの 55 159 147 126

宇都宮市 H26年度から実施 橋長１０ｍ以下 52 100 150 152

栃木市 H27年度から実施 橋長１０ｍ以下 － 10 253 212

鹿沼市 Ｈ26年度から実施 橋長１５ｍ未満 1 162 143 149

下野市 Ｈ27年度から実施 橋長１０ｍ以下 － 1 5 5

上三川町 H26年度から実施 橋長１５ｍ以下 10 59 71 59

芳賀町 H27年度から実施 橋長５ｍ以下 2 28 42 37

日光市 Ｈ27年度から実施 橋長５ｍ以下 － 1 3 H29予定あり（数量未定）

益子町 Ｈ27年度から実施 橋長１０ｍ以下 － 1 0 0

塩谷町 Ｈ29年度から実施 橋長１０ｍ以下 － － － 51

市貝町 Ｈ29年度から実施 橋長５ｍ以下 － － － 22

計 120 521 814 813

※H29の点検数は予定数量

自治体名 実施状況 対象橋梁
点検数

備　考
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直轄診断実施箇所 措置

三島大橋（福島県三島町） 修繕代行事業

大渡ダム大橋（高知県仁淀川町） 修繕代行事業

大前橋（群馬県嬬恋村） 大規模修繕・更新補助事業

沼尾シェッド（福島県南会津郡下郷町） 修繕代行事業

猿飼橋（奈良県吉野郡十津川村） 修繕代行事業

呼子大橋（佐賀県唐津市呼子町） 修繕代行事業

万石橋（秋田県湯沢市） 修繕代行事業

御鉾橋（群馬県神流町） 修繕代行事業

音沢橋（富山県黒部市）

乙姫大橋（岐阜県中津川市）

直轄診断について

○地方公共団体への支援として、要請により緊急的な対応が必要かつ高度な技術力を要する施設
について、地方整備局、国土技術政策総合研究所、土木研究所の職員等で構成する「道路メンテ
ナンス技術集団」による直轄診断を実施。
○診断の結果、診断内容や地域の実情等に応じ、修繕代行事業、大規模修繕・更新事業等を実施。

【直轄診断実施箇所とその後の対応】【全体の流れ】

【平成２９年度 直轄診断実施箇所】

■音沢橋（富山県黒部市） ■乙姫大橋（岐阜県中津川市）

＜乙姫大橋の状況＞＜音沢橋の状況＞

〈地方公共団体〉

点検・診断

〈道路メンテナンス会議〉

現地調査を踏まえ
直轄診断候補箇所の選定

〈国〉

直轄診断実施箇所の選定

直轄診断実施

結果とりまとめ

報告 推薦

報告

修繕代行事業、大規模修繕・更新補助事業等の実施

診断内容、地域の実情等に応じ、

年
度

H
26

年
度

H
27

耐候性鋼材に層状の剥離

下部工にASRによる
劣化が疑われる

鉄筋の露出

H28
年度

H29
年度

053

     ４－４ 



54



55



56





57

４－６



関東地方整備局
大宮国道事務所交付金事業等における架替え要件の厳格化

H29.6 財務省
予算執行調査資料抜粋
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10

道路メンテナンス会議のページ

自治体職員に見てもらえるように改善中
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H29.12.13

道路の老朽化対策（メンテナンス）に関する講演会（開催状況）

開催日 曜日 時間 講演会名 会　　場 講演者 講演タイトル

（独）土木研究所　　地質・地盤研究グ
ループ　中谷グループ長

基調講演　本格的なメンテナンス時代を迎えて

施工技術チーム　宮武上席研究員　　 道路土工構造物のメンテナンス等の留意点

土質・振動チーム　佐々木上席研究員 道路土工構造物の最近の被災事例等について

技術推進本部　南研究員　 新技術等の紹介

宇都宮大学　中島教授 既設構造物の健全度及び劣化に関する研究事例の紹介

（独）土木研究所　七澤上席研究員 本格的なメンテナンス時代を迎えて

宇都宮国道　道路構造保全官 県内国道の老朽化の現状報告

鋼橋の補修・補強における点検～設計施工の留意点

震災時における応急対応について

足利工業大学　末武教授 橋梁長寿命化と市民参加（私たちの橋を守る）

（独）土木研究所　 定期点検の意義と効果

宇都宮国道　道路構造保全官 栃木県の道路構造物の現状

足利工業大学　宮澤教授 コンクリート構造物の長寿命化への取組み

（独）土木研究所 定期点検の意義と効果

宇都宮国道　道路構造保全官 栃木県の道路構造物の現状

宇都宮大学　藤原教授 チクソトロピー性状を付与した高性能断面補修材の開発

日本建設保全協会　宗技術部長 補修設計･施工の留意点とRC床版の長寿命化対策事例

関東地方整備局 道路部
茅根道路構造保全官

道路橋の維持管理に関する最近の話題

（株）駒井ハルテック
 橋梁保全事業室　三輪室長

｢ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物の表面被覆材による劣化･剥落防止工法の
事例｣ ｢樹脂系接着剤を用いたｺﾝｸﾘｰﾄ用あと施工ｱﾝｶｰに
よる施工事例｣

※Ｈ２９．７講習会は日本建設保全協会主催

道路メンテナンス会議
技術講演会

道路メンテナンス会議
支承講習会

道路メンテナンスの大
切さを考える講演会

社会資本メンテナンス
講演会

コンクリート構造物の
長寿命化対策に関わ
る技術講習会

道路メンテナンス会議
橋梁講習会

支承の維持管理について

（社）日本橋梁建設協会

H26.10.7 火
13:30
～16:30

栃木県庁本館
９階　会議室３

(社)日本支承協会

H27.3.17 火
13:30
～15:30

栃木県総合文化センター
特別会議室

H27.10.21
13:30
～16:30

水
栃木県河内庁舎
５階大会議室

H26.10.22

H29.7.27 木
13:00
～17:00

栃木県総合文化センター

宇都宮国道
第１、２会議室

14:00
～16:30

火

H29.1.30 月 13:30～
栃木県自治会館
４階大会議室

栃木県総合文化センター
特別会議室

H28.3.16 水 13:30～
道路の老朽化対策に
関する講演会
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１．目的
道路構造物のメンテナンスの重要性等について理解促進を図ることを目的とする。

２．開催概要
（１）講演会名
道路のメンテナンスに関する講演会
※藤倉准教授が熊本地震や耐震補強について講演する予定のため

H26 社会資本メンテナンス講演会
H27,28 道路の老朽化対策に関する講演会

（２）日時
６／１（金）ＰＭ

（３）開催場所
栃木県総合文化センター 特別会議室（定員２００人）

H26,27 栃木県総合文化センター
H28  栃木県自治会館

（４）内容
①宇都宮大学の藤倉准教授 熊本地震、耐震補強
②シーザー（土木研究所） 先端技術
③ネクスコ 先端技術
④整備局道路保全企画室 道路橋の維持管理
⑤宇都宮国道 栃木県内の状況報告

３．過年度の講演者
H26 宇都宮大学 中島教授
H27 足利工業大学 末武教授
H28 足利工業大学 宮澤教授

４．その他
・謝金、広報費を要求予定
・設計コンサル等の参加を促進するためにCPDプログラムを申請予定

道路のメンテナンスに関する講演会 実施計画（案）

H29.12.18

6
1



対 象 者： 足利工業大学 学生等
開 催 日： 平成２９年１１月１５日
場 所： 国道５０号 みかもの橋 （栃木県栃木市岩舟町地先）
参加人数 ： １３名（教員１名）
講 師 等： 宇都宮国道事務所等
内 容： 橋梁点検体験

高所作業車で床版のびび割れ計測体験橋台部をたたき「うき」の確認体験

Ｈ２９橋梁現場研修会実施状況

伸縮装置等の近接目視体験

62



対 象 者： 宇都宮大学 学生等
開 催 日： 平成２９年１２月 １日
場 所： 国道４号 磯岡跨道橋（栃木県河内郡上三川町磯岡地先）
参加人数： １７名（教員２名）
講 師 等： 宇都宮国道事務所等
内 容： 橋梁点検体験

ローリングタワーで床版近接目視体験伸縮装置等の近接目視体験橋台部にてコンクリート強度確認体験

Ｈ２９橋梁現場研修会実施状況
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Ｈ２９広報活動（パネル展示）実施状況

0

対 象：県民、その他
開催日：平成２９年６月１７日（県民の日イベント）
目 的：高度経済成長期に集中的に整備された道路橋など、

道路施設老朽化の現状と対策の取り組みについて、
栃木県民に広くお知らせするため。

展示場所：県庁１５階展望ロビー

県民の日記念イベント（県庁１５階展望ロビー）道路施設老朽化対策の取組紹介
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Ｈ２９広報活動（パネル展示）実施状況

対 象：県民、その他
開催日：平成２９年１２月１日（金）～８日（金）
目 的：高度経済成長期に集中的に整備された道路橋など、

道路施設老朽化の現状と対策の取り組みについて、
一般通行者に広くお知らせするため。

展示場所：栃木県宇都宮市大通り（本町地下道）

栃木県宇都宮大通り（本町地下道）道路施設老朽化対策の取組紹介
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- 1 -

栃木県道路メンテナンス会議 規約（案）

（名 称）
第１条 本会議は、「栃木県道路メンテナンス会議」（以下、「会議」という。）と称する。

（目 的）
第２条 会議は、道路法第２８条の２の規定に基づき設置するもので、栃木県内の道路管

理を効果的に行うため、各道路管理者が相互に連絡調整を行うことにより、円滑な道
路管理の促進を図ることを目的とする。

（協議事項）
第３条 会議は、第２条の目的を達成するため、次の事項について審議する。
（１）道路施設の維持管理等に係る意見調整・情報共有に関すること。
（２）道路施設の点検、修繕計画等の把握・調整に関すること。
（３）道路施設の損傷事例や技術基準類等の共有に関すること。
（４）その他、道路の管理に関連し会長が必要と認めた事項。

（組 織）
第４条 会議は、第２条の目的を達成するため、栃木県内における高速自動車国道、一般

国道、県道及び市町道の各道路管理者及び会議が必要と認めるもので組織する。
２．会議には、会長及び副会長を２名置くものとし会長は国土交通省関東地方整備局宇
都宮国道事務所長、副会長は栃木県県土整備部道路保全課長及び東日本高速道路会社
関東支社宇都宮管理事務所長とする。

３．会長に事故等があるときは、副会長がその職務を代行する。
４．会議の構成は「別表－１」のとおりとする。

ただし、必要に応じ会長が指名するものの出席を求めることができる。
５．会長は、個別課題等についての検討・調整を行うため「専門部会」を設置すること
ができるものとし、必要な事項については、幹事会で調整することとする。

６．会議には、高速自動車国道、一般国道、県道、市町道の代表者からなる、幹事会を
置くものとし構成は「別表－２」のとおりとする。

７．会議に、道路構造物等の不具合発生時等における技術的な助言、専門的な研究機関
等への技術相談の窓口として、「道路構造保全室」を設置するものとし国土交通省関
東地方整備局宇都宮国道事務所に置く。

（幹事会）
第５条 幹事会は、会長の招集により開催するものとし、次の事項について調整する。
（１）会議の運営全般についての補助、委員相互の連絡調整
（２）会議における協議議題の調整
（３）規約の策定・改正・廃止等に係る調整
（４）その他、会議の運営に際し必要となる事項の調整

（事務局）
第６条 会議の運営に関わる事務を行わせるため、事務局を置く。
２．事務局は、国土交通省関東地方整備局宇都宮国道事務所道路構造保全室、栃木県県
土整備部道路保全課及び東日本高速道路株式会社関東支社宇都宮管理事務所に置く。

（規約の改正）
第７条 本規約の改正等は、会議の審議・承認を得て行うことができる。ただし、軽微な

改正等については、会議事務局で行い、会議会員に通知するものとする。

（その他）
第８条 本規約に定めるもののほか必要な事項はその都度協議して定めるものとする。

（附則）
本規約は、平成２６年５月２２日から施行する。
改正 平成２７年５月２７日、平成２８年７月８日、平成２９年６月２８日

平成２９年１２月２２日
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栃木県跨道橋連絡会議規約（案）

（名 称）

第１条 本連絡会議は、「栃木県跨道橋連絡会議」（以下「跨道橋連絡会議」という。）と

称する。

（目 的）

第２条 跨道橋連絡会議は、栃木県道路メンテナンス会議規約第４条第４項に規定の「専

門部会」に位置付けるものとし、栃木県内における次条に規定する対象施設について、

対象施設の管理者及び関係する道路管理者間で協議・調整を行うことにより、対象施

設の予防保全・老朽化対策の強化等を図ることを目的とする。

（対象施設）

第３条 対象施設は、栃木県内の高速道路、直轄国道及び地方道路公社道路の全ての道

路並びに補助国道、県道及び市町道のうち「緊急輸送道路」に指定されている道路を

跨ぐ道路法上の道路以外の施設（ただし、鉄道橋を除く。）とする。

（協議・調整事項）

第４条 跨道連絡会議は、その目的を達成するため、対象施設に係る次の事項について、

情報共有及び協議・調整を行う。

一 対象施設の維持管理等に係る意見調整・情報共有に関すること。

二 対象施設の点検、修繕計画等の把握・調整に関すること。

三 対象施設の損傷事例や技術基準類等に関すること。

四 その他対象施設の管理に関連し、会長が必要と認めた事項。

（組 織）

第５条 跨道橋連絡会議は、別表に掲げる、対象施設の管理者及び関係する道路管理者

及び跨道橋連絡会議が認める者で組織する。

２ 跨道橋連絡会議には、会長及び副会長２名を置くものとし、会長は国土交通省関東

地方整備局宇都宮国道事務所長、副会長は栃木県県土整備部道路保全課長、東日本高

速道路株式会社関東支社宇都宮管理事務所長とする。

３ 会長に事故等あるときは、副会長がその職務を代行する。

（会議の運営）

第６条 跨道橋連絡会議は、必要に応じて会長が招集し、運営する。

２ 跨道橋連絡会議には、必要に応じて、会長が指名する者の出席を求めることができ

る。

（事務局）

第７条 跨道橋連絡会議の事務局は、国土交通省関東地方整備局宇都宮国道事務所道路

構造保全官、栃木県県土整備部道路保全課、東日本高速道路 株式会社関東支社宇都

宮管理事務所に置く。

（その他）

第８条 この規約に定めるもののほか必要な事項は、その都度協議して定める。

（附則）

この規約は、平成２７年３月２０日から施行する。

改正 平成２８年８月２９日

室

（規約の改正）
第８条　本規約の改正等は、会議で過半数の承認を得て行うことが出来る。
　　　ただし、軽微な改正等については、会議事務局で行い、会議会員に通知するものとする。

改正　　　　平成２９年１２月２２日

９

つめる
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資料説明について

＜資料－１＞Ｐ１
・メンバーになっていただいている跨道橋連絡会議の規約です。
・なお、委員名簿については確認が必要な機関もあるため確認ができたら提出します。

＜資料－２＞Ｐ２～４
・老朽化対策及びメンテナンス会議の経緯を整理した資料です。

＜資料－３＞Ｐ５～７
・道路法に基づき道路管理者が行う点検の内容に関する資料です。
・５年に１度の頻度で近接目視点検を行うことになっています。

＜資料－４＞Ｐ８～９
・橋梁の建設年度別分布を示した資料です。
・建設後３０年以上の橋梁の比率が高くなっており、建設後の年数が経過した橋梁は不
具合が発生するケースが多くなっています。

・点検結果の判定区分の割合を栃木県内と全国で整理した資料です。

＜資料－５＞Ｐ１０～１１
・国の管理する国道の占用物件の安全確認を徹底するための取り扱いに関する資料です。
・占用許可の条件として、書面により報告していただくことにしています。
・ネクスコ、栃木県の管理する道路については別途道路管理者よりお知らせします。

＜資料－６＞Ｐ１２～２４
・占用制度についての社会資本整備審議会道路分科会の資料です。
・占用物件の損傷や事故が発生しており、課題と対応を検討しています。
・占用料制度のあり方については占用物件が道路に及ぼす影響の程度を踏まえた占用料
算定のあり方についても検討を行うことになっています。

＜資料－7＞Ｐ２５
・現時点でこちらで把握している跨道橋（鉄道橋を除く道路法外）の点検状況を整理した
資料です。間違いや修正箇所があったら連絡をお願いします。
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